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   A 55-year-old man was shot at the age of 50. At that time CT revealed a mass near the 
spleen. Therafter, CT did not reveal any growth of the mass, but to examine the mass in detail he 
was hospitalized to our department. The mass was diagnosed as left adrenal cavernous hemangioma, 
since, on aortography, it was typical cavernous hemangioma and fed mainly from the left inferior 
phrenic artery. The mass was resected with the spleen, thoracic wall, and part of diaphragma. At 
the operation the left adrenal gland was identified to be intact. Histopathological diagnosis was 
retroperitoneal cavernous hemangioma. 
   This is the 19th case of retroperitoneal cavernous hemangioma in the Japanese literature. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 725-728,1991)
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X線 学 的 検i査lIVPに て は 水腎,水 尿 管 は な か っ
た が,左 腎 は 腫 瘤 に よ り下 方 へ圧 排 され て い た.腹 部
GTで は,左 後 腹 膜 腔 にll×8cmのIowdensity,
内 部不 均 一,一 部enhanceされ る 腫 瘤 を認 め 脾 臓 を
背 側 よ り圧排 してい た.enhancedGTでは 腫 瘤 と脾
臓 の 境 界 は 明 瞭 で あ り,左 副 腎 は 同 定 で き な か っ た
(Fig・2).腹腔 動脈 造 影 に て 脾 臓 と重 な る位 置 にto・



























PackらDに よれ ば,後 腹膜 腫 瘍 は 全 腫 瘍 の0.2%に
す ぎず,そ の うち血 管 腫 は 本邦 後 腹 膜 腫 瘍1,104報告
例 中1.9%であ り2),非常 に稀 な疾 患 で あ る.
後 腹 膜 血 管腫 の 病 理組 織 学 的 分 類 と し て は,遠 藤
ら3)は,毛細 血 管 性 血 管 腫(capillaryhemangioma),
海 綿 状 血 管 腫(cavernoushemangioma),静脈 性 血
管 腫(venoushemangioma),血管周 皮 細 胞 腫(he-
inangiope「icytoma),血管 内皮 細 胞 腫(hemangio-
endothelioma)の5型に分 類 して い る.こ れ らの う
ち,前3老 は 良性 と考 え て よ く,後2者 は 良性,悪 性
と もに存 在 す る.頻 度 と しては,血 管周 皮 細 胞 腫 が も
っ と も多 く,海 綿 状 血 管腫 が これ に 次 ぐ.自 験 例 は わ
れ わ れ が調 べ 得 た 限 りで は 本邦19例目の 後腹 膜 海 綿 状
血 管 腫 で あ る4)(Table1).
男 女 比 はll8で 性 差 は な い.年 齢 は 生 後50日か ら
73歳まで で,平 均44.5歳で あ る.
臨 床 症 状 は腹 部 腫 瘤(7例,37%),腹 部痛(5例,
26%),腹部不 快 感(3例,16%),腹 部 膨 満(2例,
11%)な どの 腫瘤 圧 迫 に よ る腹 部症 状 が ほ とん どで あ
り,破 行,頻 尿,下 肢 痛,発 熱:が1例 ず つ 認 め ら れ
た,
Table1.CasesofretroperitonealcavernoushemangiomaintheJapaneseliterature.
年 性No.年度 報告者 齢 別 臨床 症状 術 前診断 大 き さ 治 療
119gq林42男 回盲部腫瘤
21962湯 浅 ら34女 腹部膨満
右季肋部圧痛
31963森 下 ら45女 心窩部腫瘤
41967安 井 ら50日 男 右側腹 部腫瘤















161988米沢 ら4女 右側腹部,嵐 径部膨
隆,右 足肢行,皮 疹
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